
第８回 中間市人権フェスティバルを開催しました！

テーマ 「手と手をつなぐ 心もつながる人権へ」

７月の同和問題啓発強調月間に合わせ、７月２１日（金）になかまハーモニーホールで「第

８回中間市人権フェスティバル」を開催しました！今回はコロナが収束にむかい、久しぶり

の開催となりました。

暑い中にも関わらず、多くの方々にご参加いただきありがとうございました。

第１部の「人権作文発表会 ～中学生の思いを聞いて～」では、市内の中学校（各２名）

から、これまでに学んだ「人権教育」や、自身が日々感じたことを熱い思いにして、発表し

てくれました。また、オープニングでさくら保育園児による「よさこい鳴子

踊り」や、アトラクションでの北中学校吹奏楽部の演奏はとてもすばらし

いものでした。「中学生がいろいろな人権問題を真摯によく考えて、発表し

てくれたことに大変感激しました。」「中学生の発表を通して参加した大人

は、多くのことを考えるよい機会になったと思います。」などの感想が多く

寄せられました。

第２部の「映画『破戒』の上映」では、水平社創立 100 周年記念映画

として、島崎藤村原作の「破戒」を鑑賞しました。この映画では、「な

ぜ自分の故郷を語れない」のか、「なぜ好きな人に気持ちを伝えられな

い」のか、さらに父親の戒めと部落差別の中で、葛藤を続ける主人公が

描かれていました。この作品を観た多くの方々から、「内容が良かった。」

「感動した。」などの感想が寄せられました。差別は簡単にはなくなり

ませんが、今後も「希望」を忘れず、前に進める取り組みをおこなって

いきたいと感じました。

人権擁護委員のみなさんによる「なかまっ子あつまれ！～ともに遊び、ともに作ろう～」

では、パラリンピックの競技でもあるボッチャや段ボール迷路、

工作（コマづくり）などで楽しいひとときを過ごしました。

「人権啓発作品展示」では、小学生の人権ポスターと中学生の

人権標語を展示しました。障がい者福祉関連施設によるバザーな

ど、盛りだくさんのイベントがありました。

キャラクターも大集合して、ボランティアでご協力いただいた

希望が丘高校・中間高校の生徒たちと一緒に会場を廻りました。
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☆ なやみごと相談 ☆

なやみごとや困りごとについて、人権擁護委員(市内在住)が無料でご相談を受けま
す。秘密は厳守されますので気軽にご相談ください。(予約不要)

・10/11(水)・11/8(水)・12/13(水)
13：30〜15：30

問合先）中間市人権センター

◇ 子育て女性再就職支援出張面接相談 ◇

子育てと仕事を両立したい女性の方を応援します。
※２日前までに予約が必要です。

・10/12(木)・11/9(木)・12/14(木)
10：00〜12：00

予約問合先）子育て女性就職⽀援センター ☎０９３−５３３−６６３７
相談場所）中間市人権センター

中間市人権センター（ピンクの建物が目印です！！）
所在地：中間市岩瀬⼀丁目１７−１ ☎０９３−２４５−３５１
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